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「部落・部落問題の可視化」をテーマに論議 

第１７回奈良県「差別と人権」研究集会が９月５日、

田原本青垣生涯学習セン

ターで催される。集会のテ

ーマは「部落・部落問題の

可視化」。これに焦点を当

てて記念講演を受けるとともに、パネルディスカッショ

ンで議論を深め合う。   （写真は昨年の研究集会） 

講演の講師は石元清英さん（関西大学名誉教授）。

石元さんは授業で大学生に部落問題を語るものの、

学生の多くが「部落問題を誤解している」ことに驚き、

誤解を与えているのは何か、を探求してきている。 

講演では、「人権・同和」教育の現状を点検するとと

もに、部落問題に対する誤解や偏見に対峙し、克服

する力を獲得していく教育について、提起を受ける。 

 

部落女性が切り拓き発信してきたこととは 

パネルディスカッションでは、昨年出版された『部落

フェミニズム』の著者

４人と、参加者とで意

見交換をする。 

水平社創立以来、

部落解放運動は差別撤廃に大きな役割を果たしてき

たものの、フェミニズムの視点が脆弱だった。その要

因を共有化することで、人々との連帯や交差性（イン

ターセクショナリティー）の理解が深まれば、と考える。 

集会実行委員会は集会の成功に向けて、６月と７

月の２回にわたって、検討会議を重ねてきた＝写真。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

菊池事件三者協議で検察側の「不見当」に 

菊池事件の抗告審三者協議が７月１７日、福岡高

裁であった。   （写真は福岡高裁前での支援集会） 

検察側は弁護側に対して「憲法違反はない」「新証

拠は理由がない」と

反論。弁護団の証拠

開示請求に対しては

「すべて不見当」と主

張するなど、不誠実極まりない対応に終始した。 

一方、弁護側の「凶器の鑑定経過に重大な矛盾が

ある」との主張には、これまで何ら反証してこなかった

のに、「鑑定依頼書」なるものを唐突に出してきた。 

そのようなものがあるなら、なぜ７０年も経ってから出

してきたのか。理解できない。裁判所はこうした検察の

対応に、すべての証拠を開示するよう、勧告した。 
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第１７回奈良県「差別と人権」研究集会 

◆９月５日（土）午前９時半～午後４時半 

◆田原本町・弥生の里ホール 

(田原本青垣生涯学習センター内) 

◆テーマ 「部落・部落問題の可視化について」 

◆記念講演 石元清英・関西大学名誉教授「な

ぜ学生たちは部落問題を誤解しているのか―

部落の可視化を進める同和教育とは―」 

◆パネルディスカッション 宮前千雅子さん、藤岡

美恵子さん、のぴこさんの３人が「部落フェミニ

ズムの可視化－部落女性が切り拓いてきたこ

と、発信してきたこと」について問題提起。コー

ディネーターは福岡ともみさん 

◆参加費 ３５００円（弁当代含む） 

福岡高裁が証拠開示を勧告 
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下市町人推協が黄光男さんを招き人権研修 

下市町人権教育推進協議会は７月１３日、観光文

化センターで総会と人権研修を実施

した。研修では、ハンセン病家族訴

訟原告の黄光男（ファングァンナム）

さんから「ハンセン病家族として生き

て」と題する講演を受けた＝写真。 

 

ハンセン病隔離政策が家族をも引き裂いた 

黄さんは在日コリアン二世。母親が１９５６年、長島

愛生園に入所する。生後間もない黄さんは児童施設

に預けられた。父親も入所したため、家族は離ればな

れに。「親子として過ごす時間を奪われたことが、家族

にとって最も大きな被害だった」と振り返る。 

両親は大阪府職員のしつこい入所勧告や、近隣に

ハンセン病を暴かれ、消毒までされ、強制的に入所さ

せられる。母親は療養所で「園内結婚」をしていて、事

実を知った父親が相手への傷害事件を起こしたという

ことを、愛生園入所者の金泰九（キムテグ）さんから知

らされ、衝撃を受けたという。 

 

「恥でないものを恥とするとき、本当の恥になる」 

黄さんは２０１９年、ハンセン病家族訴訟の原告団

副団長として原告５６８人の先

頭に立つ。名出し、顔出しはわ

ずかに３人。いかに家族への

差別が厳しいものかを物語る。 

黄さんは「国は謝罪したが、

本当に問われているのは社会

全体の差別」だと厳しく指摘した。 

また、「恥でないものを恥とするとき、本当の恥にな

る」という原告団長の林力さんの言葉を紹介。自らも５

０年以上、隠し続けてきた家族の歴史を語る決意に至

った経緯を明らかにして、「おかしいことを『おかしい』

と言える勇気を」と訴えた。 

菟田野と河合地域の２つの調査研究を報告 

今年度の「県民歴史講座」開講式・第１回講座が７

月７日、県人権センタ

ーであった。柴田俊和

所長があいさつと趣旨

説明を行った＝写真。 

このあと、参加者を２グループに分け講座を開講。

講座（１）では、長嶺義昭・研修員が宇陀市菟田野下

芳野にある「岸岡家の文書」から常盤御膳伝承につい

ての研究を報告した。 

 

学制発布を受け、西穴闇に「立志舎」を設立 

講座（２）では、柴田俊和所長が明治期の河合地域

における小学校設置と統廃合－立志舎の設立と変遷

を中心に話をした。 

１８７２（明治５）年の学制発布を受け、西穴闇の光

徳寺に「立志舎」（１８７４年）が設立。その後の「合併

－分校化－簡易科教場化」、そして閉講への変遷を

辿りながら、当時の被差別部落の生活実態、経済的

な困窮、周辺地域の差別意識について報告した。 

 

「大和の地域社会と被差別民衆」を常設展示 

このあと、リニューアルした史料センターに移動。常

設展示の「大和の地域社会

と被差別民衆－新しい地域

社会の創造をめざして」を

見学した＝写真。 

被差別民衆が大和国（奈良県）に姿を現すのは１３

世紀の鎌倉時代。多様な被差別民衆と地域社会の姿、

可視化された草場の権利では、「青屋仲間」が組織さ

れ、草場の境界を示した地図も残る。 

展示の「忘却される意味」コーナーでは、「江戸時

代後半は、被差別民衆の活動が中世以来、持ってい

た呪術的・宗教的な意味が忘れ去られ、被差別村落

への違和感、忌避意識が大きく」なると解説する。 

ハンセン病家族の声に耳を傾け 

 

今年度の県民歴史講座が開講 
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一人芝居「ゆんたくしましょうね」を大阪公演 

一人芝居「ゆんたくしましょうね」が６月２１日、大正

区にある大阪沖縄会館であった。

演者は谷ノ上朋美さん。２０２２年

の初演以来、沖縄をはじめ、全国

で公演を続け、８０回を超える。 

物語は戦争のこと、沖縄のこと、

自分のおばあのこと。今まで何も

知らずに生きてきた「わたし」は、おばあの命が母親に

受け継がれ、そして自分も受け継いで生きていること

を実感する。 

 

戦争のこと、おばあのこと、そして私のこと 

もっと知らなければと、おばあにあの時のことを聞こ

うと試みる。おばあは話さない。

おばあが生き抜いた時代のこと

を知るために、自分の故郷沖

縄のことを調べる。「わたし」は

戦争とともに自分自身のことも

知っていく。それは人間を知っ

ていくことになる。 

主人公の「わたし」は沖縄戦で生き残った「おばあ」

のことを知ろうと、ガイドとともに沖縄戦の足跡を辿る。

ひめゆり学徒や軍人の意識に入り込み、戦争の過酷

さを実感する。 

 

沖縄戦が蘇り、「殺すな」「忘れるな」の声が… 

沖縄戦を駆け抜け、苦しむ人々の感情と、「わたし」

の感情がシンクロし、ストーリーは展開されていく。 

一人芝居ならではの緊張感や、物語が進むにつれ

引き込まれる精神世界。死者たちの「殺すな」「殺され

るな」、そして、「忘れるな」の声が聞こえてくる。 

休憩のあと、三線の演奏と歌が始まった。「がじまる

の会」のエイサー隊が舞台に上がり、観客も参加。皆

でカチャーシーを踊って終わった。 

学校で性暴力が起こったら 

現場対応に役立つ実践的内容を記す本が出版 

『学校で性暴力が起こったら：チームで立ち向かう

緊急対応・再発防止』（写真）が

出版され、話題を呼んでいる。 

この本はＮＰＯ法人性暴力被

害者支援センター・ひょうご理

事の田口奈緒さんの編著。 

医療・教育・司法・心理・被害者支援の専門家が執

筆する。知識や経験がなくても、現場対応に役立つ

実践的内容が分かりやすく盛り込まれている。 

地元兵庫県をはじめ、各地でご当地版手引きが作

成されるなど、大きな反響を呼んでいる。 

 

誰でもすぐに実践。緊急対応から予防まで解説 

本書では、誰でもすぐに実践できる性暴力対応、被

害児童生徒の傷つきに寄り添うケア、問題行動が見ら

れる児童生徒への再発防止支援、性暴力を起こさな

い学校づくりのアイデアなど、緊急対応から予防まで

が丁寧に解説されている。 

とくに、１０件におよぶ架空のケース対応では押さえ

ておかなければならないことが丁寧に記されている。 

同時に、一人ひとりがどう対応するのか。それがチ

ームとしてどのように進んでいくのか、もよく分かる。性

暴力対応の努力と実践を踏まえて作成しているため、

シュミレーション・トレーニングの題材としても活用でき

ることが強みだと言える。 

 

本書は「差別と人権」研究集会でも販売 

毎年、防災訓練を行うなら、年に１回で良いから本書

を活用して危機管理トレーニングを学校全体でシミュ

レーションしてほしいと執筆者は願う。教職員は専門

家ではない。本書は学校に関わる者が子どもたちの

安心と安全を担保するのに役に立つに違いない。 

定価は２，２００円（税込）。９月５日の「差別と人権」

研究集会でも販売する。手に取って読んでほしい。 

おばあは、この島の生き残りだ 
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「次はいつやるの」に支えられ 

子ども大人５８人が集って「わいわい食堂」 

久しぶりの「わいわい食堂」は７月３日、三宅町保健

福祉施設あざさ苑の栄養

指導室、和室、２階研修室

をお借りして行いました。メ

ニューはハヤシライス、マカ

ロニサラダ、フライドポテト、手づくりフルーツゼリー。 

参加は幼児１人・小学生９人・中学生２０人・高校生

１１人・子どもサポーターとして大人１７人の計５８人。 

 

子どもの成長に昔を懐かしみ大きな喜び感じる 

食堂を始めた時に小学生だった子どもたちが中学

生や高校生になっていました。「ごちそうさまでした。

おいしかったです。ありがとうございました」と丁寧にお

礼を言ってくれる子どもの姿。 

その成長の大きさに喜びを感じ、同時に、「あんな

に○○だったのに…」と、懐かしい日々を感慨深く思

い出しました。うれしくて、とても楽しいひとときでした。

大人のサポーターもたくさん関わって下さり、準備や

子どもの対応まで、活動を支えてもらいました。 

 

サポーターが食材の提供や食事作りの手伝い 

玉ねぎ、じゃがいもなどの食材も提供していただき、

メニューも増やせました。

子ども同士で声を掛け 

合い、「わいわい食

堂」を自分たちの居場

所にしてくれる子どもた

ち。この活動がいろんな人や、子どもたちに支えられ

ていることを実感しました。 

日常の忙しさに、なかなか計画できず、継続できる

かどうか、と不安になることもありましたが、「次はい

つ？」と、にこにこしながら聞いてくる子どもたちに、い

っぱい元気をもらいました。「秋くらいにやるので来て

ね」と、即答している自分に驚いています。 

                 （あそぼう会・山本薫） 

 

「わいわい食堂」は誰がいても良い安全な場所 

何度か子どもサポーターとして食事作りのお手伝い

をさせていただきました。今回も午前と夕方、自分が

手伝える時間に行き、できることをして帰りました。 

今回すごく感動したことがありました。サポーターさ

んが入れ替わり、立ち替わり、「わいわい食堂」に手伝

いに集まってこられるのですが、お一人お一人がずっ

とそこにおられたような不思議な感じがしたのです。 

「わいわい食堂」は誰がいても良い安心安全な場所

だと思いました。このような場所に一緒に居させて

もらえることにうれしくなりました。（吉岡弘子） 

編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

ヘイトスピーチは人の尊厳と命を踏みにじる。

その解消法は１０年前に制定。罰則の伴わない

「理念法」で効果が乏しい。でも、このほどの「国

旗損壊罪法」は布切れの旗を傷つければ「刑事

罰」が待つ。刑罰で国を敬う心が育つなら、牢獄

は愛国者の養成所となり得るだろう。日の丸はか

つて日本帝国主義がアジア侵略の先頭に掲げた

旗だ。その歴史への反省もなく、「誇れ。敬え。さ

もなくば処罰だ」と迫る。国旗を守る名目で人の思

想や表現を縛るなら、守られるのは国家権力とな

る。権力批判を封じる法の行き着く先はかつての

治安維持法だ。戦争ができる国造りに向け、デタ

ラメ極まる悪法がまかり通る。「国を愛する心」とい

う甘言の裏には、空恐ろしい闇夜が待っている。 

ニュースレター「人権なら」 

発行：ＮＰＯ法人なら人権情報センター 
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